
のりしろのり
しろ

のりしろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ の

り
し
ろ

の
り
し
ろ

少
し
谷
お
り
し
て
う
ら
が
わ
に
の
り
づ
け

少
し
谷
お
り
し
て
う
ら
が
わ
に
の
り
づ
け

山折りして甲羅に接着します
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①頭

②胴体につける首

③頭につける首

④下あご
⑤耳（2個）

⑥操作棒

⑦甲羅
⑧甲羅の下

⑨しっぽ（２組）

⑩腰巻

⑪しっぽの毛

⑫一文字と手足

のりが乾く時間も考えて番号順に組み立てましょう。
基本的には山折りで組み上げていきます。

組み立てアドバイス

①頭は目とまゆ毛の黄色い線まで切り込みを入れます。
頭のうしろののりしろ線の短いところを切り込みます。
牙にも切り込みを入れるとリアルになります。
最初に口からのり付けして目とまゆを起こしながら
あご部分をのり付けします。
次に頭のうしろを丸めるようにしてのり付けします。
④下あごと⑤耳はウラにのり付けして半分に折ります。
のりが乾くまでに形を整えます。
④と⑤を①頭にのり付けします。

②と③は丸めて筒状にします。③が少し大きいです。
③の先の方内側に⑥操作棒をのり付けします。
完成すれば首が伸びちぢみします。
③の先の方だけのり付けして頭と接着します。
完成すれば頭がゆれるようになります。

⑦甲羅はタテに山折りして⑧をのり付けします。
⑨しっぽは組み上げると反りあがった形になります。
⑩腰巻は先に谷折りしてから丸めるようにのり付けします。
そのさいオレンジ色の短い線を山折りします。
組み立てた⑩を⑧ののりしろに合わせてのり付けします。

⑪しっぽの毛はタテに細く切り込みを入れるとリアルになります。
⑫を組み立ててから⑩にのり付けします。
手足の付け根に少し切り込みを入れて丸みをつけましょう。
⑨しっぽは⑦甲羅の内がわにのり付けします。

②を胴体にしっかりのり付けします。
頭部を差し込んで完成です。　全長約15ｃｍ　参考工作時間　８０分

甲羅の端から5ミリずらして接着
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これがオレンジの線です
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　八代市立博物館未来の森ミュージアム
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↓

足を見せたくない場合は灰色の部分からカットしてください


